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業
務
は
多
様
化
し
大
型
化
に

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
干
渉
し
て
い
た

部
分
に
つ
い
て
は
鉄
筋
配
置
を
変
更
す
る
対

応
を
と
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
設
計
業
務
で
は
、
自
主
的
に
、

過
密
配
筋
部
分
の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
を
3
次
元

で
検
証
し
た
実
績
が
数
例
あ
っ
た
。
「
配
筋

モ
デ
ル
の
作
成
自
体
は
作
業
的
に
も
品
質
的

に
も
問
題
な
い
が
、
ど
れ
だ
け
の
密
度
で
設

計
す
る
か
は
今
後
の
検
討
項
目
の
一
つ
。
詳

細
な
部
分
は
施
工
者
側
に
任
せ
た
方
が
効
率

的
と
の
見
方
も
あ
り
、
試
行
の
成
果
を
踏
ま

え
て
、
社
と
し
て
も
そ
の
レ
ベ
ル
を
見
極
め

杭頭部と橋脚部の鉄筋干渉を中心に検証した

推進室立ち上げ意識改革

て
い
き
た
い
」
(
藤
津
部
長
)
。

国
交
省
の
試
行
業
務
は
、

2
次
元
と
3
次

元
の
成
果
そ
れ
ぞ
れ
を
比
べ
、
そ
の
有
効
性

を
検
証
し
て
い
る
。
仮
に
3
次
元
設
計
が
本

格
適
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
比
較
対
象
と
な

る
2
次
元
図
面
が
な
く
な
る
だ
け
に
、

3
次

元
モ
デ
ル
自
体
の
検
証
方
法
を
確
立
す
る
必

要
が
出
て
く
る
。
本
格
適
用
に
は
乗
り
越
え

る
べ
き
課
題
は
多
い
。

3
次
元
設
計
に
舵
を
切
る
同
社
は
、
真
っ

先
に
人
材
育
成
の
検
討
に
乗
り
出
す
方
針

だ
。
こ
れ
ま
で
は
年
1
回
の
ペ
ー
ス
で
集
中

的
な
教
育
の
場
を
設
け
た
経
験
が
あ
っ
た
。

現
時
点
で
は
ま
だ
3
次
元
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
感
じ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
多
い
だ
け

に
、
あ
る
程
度
の
人
材
が
3
次
元
ツ
l
ル
の

操
作
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
れ
ば
、
組
織
の
意

識
も
変
わ
る
と
の
判
断
か
ら
だ
。

同
社
は
、
将
来
的
に
業
務
領
域
の
拡
大
を

見
据
え
て
い
る
。

3
次
元
設
計
の
本
格
適
用

に
よ
り
、
設
計
と
解
析
を
一
体
化
し
た
業
務

発
注
が
拡
大
す
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
連
携
の
効

果
を
踏
ま
え
て
設
計
・
施
工
一
括
発
注
(
デ

ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
)
方
式
へ
の
適
用
が
増
え
る

、
可
能
性
も
あ
る
。
出
水
専
務
は
「
業
務
の
多

様
化
と
と
も
に
大
型
化
も
考
え
ら
れ
、
海
外

の
仕
事
も
い
ず
れ
は
C
I
M
(
3次
元
設
計
)

が
主
流
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
見
通
し
て
い
る
。

(
お
わ
り
・
西
原
一
仁
)

3.毎 日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静 岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
@建設通信
16.建設工業
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